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雨水技推 第 6号  

製品分類 雨水地下貯留槽 
お問い合せ先：ベルテクス株式会社 技術本部 

 TEL 0776-38-3804 / FAX 0776-38-3752 

製品名 Ｍ．Ｖ．Ｐ．システム  

 材 質 プレキャスト鉄筋コンクリート 

 

■概要・特長    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（公益社団法人雨水貯留浸透技術協会認定） 

東京都千代田区麹町 5-7-2 

「M.V.P.システム」は、⾨型部材とスラブ部材を組み合わせ、底⾯部をインバート構造に
することで、勾配・溝やピットを設けることを可能とした、集泥機能を有する、地下に構
築される⾬⽔貯留システムです。 

１ 優れた耐震性 
『プレキャスト式⾬⽔貯留施設 技術マニュアル』（発⾏︓⽇本下⽔道新技術機構）に要求されている『レベル 1』
『レベル 2』地震動に対し、耐震性能を満⾜しております。 

２ 容易なメンテナンス 
底版部はインバートコンクリートを打設するため、勾配・溝やピットを設けることが可能で、集泥作業等の
維持管理が容易に⾏えます。また、メンテナンス性をより⾼めたダブルポートとの組み合わせも可能です。 

３ 敷地の形状を活かした設計・施⼯ 
部材の組み合わせにより、敷地形状に合わせた計画が可能となり、敷地を有効に利⽤できます。 

４ ⼯期短縮 
プレキャストコンクリート製品のため、現場での作業は設置・組⽴てが⼤半であり、現場打ち⼯法に⽐べる
と 40〜50％⼯期が短縮できます。また、施⼯管理が容易になります。 

５ ⾼い防⽔性 
製品間の継ぎ⽬には⽌⽔ゴム、インバートとの継ぎ⽬には専⽤の⽌⽔板を埋め込んでおりますので、
⾼い⽌⽔性を有しております。 

https://vertexgrp.co.jp/
https://vertexgrp.co.jp/products/dp/
https://vertexgrp.co.jp/products/mvp/
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■審査証明※の範囲 
                 

審査証明の範囲は、本体部材、ふた部材、端⾯部材を組合せて内⾼ 1.5m から 4.5m、⼟被り 2.0m 以下の 

施設を建設する場合とする。 

ただし、本体および端⾯部材の規格と施設の条件により、使⽤できるふた部材の幅の組み合わせは、 

表-01 に⽰すとおりとする。                  

     ※建設技術審査証明［審査証明機関︓（⼀財）⼟⽊研究センター］    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-01 使用できるふた部材の幅の組み合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）本体および端面部材の規格に示す数値は、施設の設計内空高さ(mm)を表す。  

注）一辺長とは、構築する施設全体の外形寸法（短手方向、長手方向）をいう。  

注）ふた部材の厚みは、ふた部材の幅が 3.0ｍ以下の場合は 200mm、3.0m を超える場合は 

280mm とする。 

上記の範以外では、別途構造計算により安全性を確認しなければならない。 
なお、「M.V.P.システム」の施⼯実績は、外形⼨法（⻑⼿⽅向）116m 以下である。 
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■規格・寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●本体部材・端⾯部材 

●ふた部材 
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■施工フロー 
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■付帯設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://vertexgrp.co.jp/

